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集団の健康に対する生涯アプローチ 

• 生涯を通じた健康増進 

• プライマリーヘルスケア (長期介護、緩和ケア
を含む) 

• Age-friendly environments 

• Rethinking ageing 

高齢者にやさしい環境 

老いに対する考え方の見直し 



1. ネットワーク加入 

-高齢者を巻き込む 

-「高齢者へのやさしさ」の
ベースライン評価 

-行動計画の策定 

-指標の明確化  

2. 実施 

-行動計画の実施 

-指標の監視   

3.  進歩の評価、継続的改善 

-進歩の評価 

-成果と残る課題の特定 

-新たな行動計画の策定 

5年間の  
サイクルを
続ける 

1～2年目 

3～5年目 
外部評価 外部評価 

WHO高齢者にやさしい街づくりグローバル・ネットワーク 



• 関連国家プログラム 

– カナダ/ケベック、アイルランド、ポルトガル、   
スペイン、フランス、スロベニア、バシコルトスタン 

• 加入都市 

–ニューヨーク、フィラデルフィア、モントリオール、
マンチェスター、ブリュッセル、ディジョン、    
チチハル、キャンベラ、ラ・プラタなど 

WHO高齢者にやさしい街づくりグローバル・ネットワーク 



ニューヨーク  

– あらゆる年齢層が集う街 
http://www.agefriendlynyc.org 


